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2025 年 2 月に、法律文化社より、約 1,600 頁に及ぶ大部の体系書（コンメンタール労働

安全衛生法）が発刊された（但し非売品。市販品は 2025 年 4 月に発刊予定）。その他、

下掲の「生きた産業保健法学」（産業医学振興財団）や、「生きた安全衛生法」も、本研

究プロジェクトの重要な研究成果であり、中央労働災害防止協会での研修講座で用いられ

ている。 
部分的な研究成果も多数あるが、以下では、代表して統括（三柴）の主要業績のみ掲載

する。 
なお、2022 年 10 月 29 日に、日本労働法学会第 139 回大会で、鎌田代表理事の司会の

もと、三柴が中心となり、労働安全衛生法をテーマとする大シンポジウムを開催し（報告

内容は、同学会誌１３６号〔２０２３年〕に掲載）、労働法学の潮流に労働安全衛生法学

の足跡を残したことは、法学領域において大きな成果と言える。 
学会が発行する英文誌で公表した文献も国際的に数千（英文誌全体では万単位）のアク

セスを得ており、本研究プロジェクトの重要な成果である。 
 
＊代表して研究統括者の業績を示す。 
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1. Takenori Mishiba：The Legal Regulation of Psychological Hazards at Work: 
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2. 西本実苗, 高橋朋子, 林幹浩, 丸山泰子, 三柴丈典：産業保健法学研修の効果測定の

成果,産業保健法学会誌,3(2).35-45,2024 
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団,2024 
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2024 
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Comparative Analysis of Legislation in Seven Countries , 
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Practice, Takenori Mishiba, Joint Congress of ICOH-WOPS and APA-PFAW 2023 
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11,2023 年 9 月 21 日   
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Reflection on Improvement Plans, Takenori Mishiba, Joint Congress of ICOH-WOPS and 
APA-PFAW 2023 Symposium 8: Democracy at work, employee voice and whistleblowing 
(psychosocial factors for speaking up vs. for individual and organisational silence, 
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